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第一章 中世の舞台 

第一節 国上・弥生と水の世界 
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第三節 国上寺と弥彦神社 

第二章 鎌倉時代の分水町周辺 
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第二節 分水町周辺の地頭・御家人 
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第五章 中世の城と館 

一、中世城館の発展 

二、分水町の山城と館 
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第一章 幕藩領主の支配と社会 

第一節 近世初期の藩政と社会 

一、春日山藩堀氏の支配 
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第二節 三条藩から幕府直轄支配へ 
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一、村上藩の支配 

二、村落支配の確立 

第二章 近世中・後期の領主と支配 
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第二節 内藤氏村上藩政の展開 
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二、地蔵堂組の村々 

第三節 白河・高崎藩領の村々 

一、高田・白河藩と渡部・横田組 

二、熊森・笈ケ島と領主変遷 

第三章 近世の村 

第一節 新田開発と村の成立 

一、近世前期の開発と山野論 

二、農業と水利慣行 

第二節 村の自治と割地制度 

一、村の自治 

二、割地慣行と質地 

三、村内の争い 

第三節 災害と暮らし 

一、災害と救済 

二、村人の暮らし 

第四章 地蔵堂町の発展と交通 

第一節 地蔵堂町の形成と発展 

一、地蔵堂町の発展 

二、村上領地蔵堂町と白河領野中才村の町場争い 

第二節 商業と交通 

第五章 大河津分水計画と周辺町村の動き 



第一節 宝暦～文化年間の大河津分水計画 

第二節 天保以降の大河津分水掘割願い 

第六章 学芸と宗教 

第一節 庶民文化の発展 

一、国上寺の万元と五合庵 

二、大森子陽と三峰館 

三、良寛 

四、教育の普及 

五、学芸の展開 

第二節 宗教 

一、寺院 

二、神社信仰 

第七章 幕末の領主支配と民衆 

第一節 村上藩財政の窮乏と藩政改革 

第二節 幕末の政情と社会変革のうねり 

近現代編 

第一章 近代への出発と進展 

第一節 明治新政下の町と村 

一、北越戊辰戦争の波及 

二、行政制度の整備 

三、地租改正と地主制 

四、町村行政の概況 

五、国政・県政への参加 

第二節 第一次大河津分水工事 

一、分水工事の起工 

二、騒動の発生 

三、工事の進展と「廃業命令」 

第三節 産業経済の新しい動き 

一、川港と舟運 

二、明治前期の地蔵堂町 

三、地蔵堂銀行の設立 

四、村の生活と物産 

第四節 明治前期の教育と文化 

一、近代教育の胎動 

二、学制発布と小学校創設 

三、神社・寺院と「神仏分離」 



四、良寛顕彰・研究へのみち 

第二章 町村制の施行と経済、文化 

第一節 地蔵堂町制と周辺村制 

一、地蔵堂町と国上・島上・大河津三村の誕生 

二、財政面からみた町村行政 

三、町村議会と区政 

四、明治後期の県議会議員 

五、日清・日露戦争と地域 

第二節 「横田切れ」と分水工事の再興 

一、「横田切れ」 

二、頻発する水害と対応 

三、第二次分水工事の着工 

四、村落移転と新村建設 

第三節 地蔵堂町の発展と大火 

一、川港・舟運と物産 

二、地蔵堂銀行と地蔵堂米穀取引所（米社） 

三、街並みの拡大―地割 

四、大火の発生～役場火災 

第四節 農業と水利組合の設立 

一、西川制水閘門の設置 

二、明治後期の農業 

第五節 明治後期の教育と文化 

一、高等小学校の創設 

二、明治後期の小学校教育 

三、願王閣の祭りと屋台引き 

第三章 大正から昭和へ 

第一節 大河津分水工事の進展と完成 

一、第二次工事の進展 

二、設置された工場と土砂の処分 

三、働いた人々 

四、勤労の記録 

五、自在堰陥没と応急工事 

六、信濃川補修工事 

第二節 越後線開通と地域経済 

一、越後線の開通と国有化 

二、大正元年地蔵堂の大火 



三、地蔵堂町の発展と「分水景気」 

第三節 町村政の推移 

一、地蔵堂町歴代町長と町会 

二、名誉村長と農民組合の結成 

三、村政を支えていた区政 

四、消防組の設置と軍国体制 

五、県会議員の選挙 

第四節 大正期の農業と分水附帯工事 

一、大正期の農業 

二、分水附帯工事と用排水路の整備 

三、源八新田の客土と円上寺潟の埋立て 

四、水利組合の変容 

五、検査米制度・耕地整理の進展と各種組合 

第五節 大正新教育と文化 

一、地蔵堂小学校の火災と笈砂小学校創設 

二、「新教育」の波及<童話と作文> 

三、良寛顕彰と五合庵の再建 

四、分水公園と記念碑の建設 

第四章 戦争へのみち 

第一節 軍国体制と町村制 

一、昭和前期の地蔵堂町政 

二、島上村の行財政 

三、国上村政と学区 

四、戦時行政の進展 

第二節 農村恐慌化の産業・経済 

一、経済更生運動の推進と統制下の農業 

二、横田の開田とつつが虫病 

三、救農土木事業と樋曽山隧道 

四、地蔵堂町の商工業 

第三節 良寛研究の推移と分水路の桜 

一、軍国体制下の良寛研究 

二、桜植樹とおいらん道中誕生 

第四節 戦時教育の進展 

一、軍国主義の教育 

二、国民学校と勤労動員 

三、児童の集団疎開 



四、青年団と婦人会、青年学校の開設 

第五節 戦時体制下の生活 

一、昭和十一年の大火―昭和座の火事 

二、戦争への動員と戦死者の増大 

三、戦時生活の諸相 

第五章 戦後の民主改革と経済復興 

第一節 町村政の民主化と町村勢 

一、町村長公選と町村議選 

二、戦後の町村政の進展 

三、昭和二十年代の町村財政 

四、統計でみる町村勢 

第二節 農業と工業の復興 

一、農地改革の着手 

二、供出問題と食糧増産 

三、復興期の工業 

第三節 六・三制と新制中学校創設 

一、六・三制と小学校 

二、組合立地蔵堂郷中学校の誕生 

三、新教育の進展と PTA 

四、教育委員会の発足と公民館 

第四節 文化活動の復活 

一、良寛研究の再出発 

二、青年団と婦人会 

三、生活の変化と祭りの復活 

四、分水公園、桜とおいらん道中 

第六章 分水町の成立と発展 

第一節 町村合併と分水町の誕生 

一、戦後合併の始動と進展 

二、合併協議会の設置と合併協定書 

三、「付帯決議」と残された課題 

第二節 分水町政の発足と災害の頻発 

一、町長、町議選挙と役場機構 

二、国上地区分町問題への対応 

三、大河津村の一部編入問題への対応 

四、大火と自然災害の発生 

五、新町建設と町政の推移 



第三節 分水町政の進展―昭和から平成へ 

一、町長・町議選と役場機構 

二、平成期の町行政 

三、総合計画にみる町の将来像 

第四節 高度成長と産業・経済 

一、産業構造の変化 

二、町並みの拡大 

三、農業の発展と推移 

第五節 生活・文化の変革と学校教育の進展 

一、生活革命の進展 

二、小学校・中学校の統合 

三、公民館と文化・スポーツ活動 

四、国上山周辺の整備事業 

五、分水町良寛史料館と良寛顕彰 

終章  新生燕市創設へのみち 

  一、「平成合併」の胎動と挫折 

  二、燕・吉田・分水三市町合併の進展 

  三、新生「燕市」への期待 

 

 


